

























































































































































































































　　　印度では、VYomaganga の下、Ganges の上で。支那では、Kiang と Ho とにさし
はさまれて。蒙古では、流れる沙の面紗と沙の面紗を被いだ流に匿されて。朝鮮で
は、閨房にある河── Jordan の水を沃ぎあふて。……
 （「亜細亜の鹹湖」昭和八年一月）4
　⑥もただ一行の短詩であるが、中国の西北高原に繰り広げられた千年以上の歴史の興亡
を見事に捉えている。北方民族鞑靼の消滅やイスラム教の東方進出がここできわめて具象
的かつユニークに描出されており、そしてその生き生きとした言葉の表現はまたこの間の
壮大な歴史的変遷をめぐる詩人の深い観察が凝縮されている。
　⑦はアジア各国の文明の発祥を述べるもので、印度の文明は VYomaganga の下と
Ganges の上で生まれ、中国文明はKiang（揚子江）とHo（黄河）の間に誕生し、蒙古は
流れる沙の面紗と沙の面紗を被いだ流に源を持ち、朝鮮の起源は閨房の河── Jordan の
水にあるという。詩人はここで一種の独特の視点と言葉で時空間とも大変広大にアジア文
明の誕生を概括している。その想像と表現はまさに至妙の域に達していると言わざるを得
ない。
　繰り返すことになるが、以上の例でも分かるように、安西とその仲間たちはいわゆる内
地の当時の詩人たちを上回る詩的なイマジネーションを獲得できたのは、大いに彼らが滞
在した大連という帝国のフロンティアとしての特殊な地理的位置に負っている。まさに彼
らが新旧文明「対峙」の地であるこの植民地都市を徹底的に内面化、身体化したからこそ
これまで内地では生まれなった新しいモダニズム詩を創出することができたのである。
　そして、安西や北川ほどインパクトはなかったが、『亜』の終刊後、その精神を受け継
いだ大連在住の詩人も少なからずにいた。同人誌『戎克』（昭和四年）や『燕人街』（昭和
4　『安西冬衛全集』第一巻（宝文館出版　一九七七年一二月）
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五年）などを舞台に島崎恭爾、加藤郁哉、稲葉享二、古川賢一郎らが活躍し、『塞外詩集』
（本家勇編　塞外詩社　昭和五年）のような秀作集を世に送り出している。
　このように、大連は、当初、あくまで一「植民地」として経営され始めたが、その後帝
国間の競争という力学の中で急速にフロンティアとしての先端性を増し、そしてそれが文
化の領域にも反映され、一部ではあったが、「内地」を凌駕し、牽引する立場にまで駆け
上った。「帝国」発のモダニズムがまさにここで反転されたのである。
